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安きドウ元の所除
( 左 試  義 鬼 却 )
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表 1 ハ イライトのこうじかび病菌、黄きよう病菌に対する殺菌効果

こうじかぴ病菌 黄きよう病菌

292 黄 白

ハイライ ト  500倍

ク   1,000倍

ク   2,000倍

ホ′レマ リン 1%

//     2%

消 石  灰   200倍

ア リバント  200倍

一

一

＋

＝

＝

＝

一

一

＝

＝

＝

＝

＝

‖ ‖

ハイライ ト500倍 +ホ ノレマ リン1%

ク   +  ク   2%

″    +消  石  灰 200倍

″    十 アリバンド200倍

ハイライ ト1,000倍 十ホブレマリン1%

夕    +  ク   2%

ク     +消  石  灰 200倍

ク     +ア リバンド200倍

ハイライト2‐0 0 0倍+ホブレマリン1 %

ク    十   ク   2 %

水 ‖ ‖ 朴 ‖

注) 処 理温度 ・時間 :20で、30分間、培養温度 ・期間 :25で、 7日 間
一 :菌の生育が全く認められない、‖ :いずれも菌の生育が認められる。

表 2 ハ イライ トの蚕体蚕座消毒による黄きよう病防除効果

注) ①  黄 きよう病菌胞子懸濁液 (10夕記)を 5齢起蚕接種

② 蚕 体蚕座消喜は5齢桑付から3日 目まで毎日1回散布

③ 昭 和59年晩秋蚕期、 1区 250頭、条桑育

区 黄 き よ う 病 蚕 発 生 事 ( % )

菌接種の有無 消 喜 薬 剤 齢 藤 中 南 中 計

有

有

有

ィヽイライ ト1, 0 0 0倍

キヌボン

無 消  喜

1 . 6

1 . 2

2 4

1 . 6

3 . 2

1 3 . 5

1 1 . 8

25.4

39.6

1 5 . 0

29.8

55.5

無 キヌボン(起蚕 1回 ) 0.8 0.8 5.8
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